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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 質 量 ％ で 、 Ｃ ： ～ ０ ． ３ ０ ％ ， Ｓ ｉ ： ０ ． ８ ０ ～ ％ ， Ｍ ｎ ： ０ ． ３ ０
～ １ ． ２ ０ ％ ， Ｃ ｒ ： ２ ． ０ ～ ５ ． ５ ％ を 含 有 し 、 残 部 が Ｆ ｅ 及 び 不 可 避 不 純 物 か ら な り
、
　 真 空 浸 炭 処 理 後 に お け る 鋼 の 表 面 か ら ０ ． ２ ｍ ｍ 深 さ ま で の 平 均 Ｃ 濃 度 が １ ． ２ ％ 以 上
３ ． ０ ％ 以 下 、 表 面 か ら ５ ０ μ ｍ 深 さ ま で の 炭 化 物 面 積 率 が １ ５ ％ 以 上 ６ ０ ％ 以 下 で あ り
、 且 つ 寸 法 １ ０ μ ｍ 以 下 の 炭 化 物 が 全 体 の ９ ０ ％ 以 上 を 占 め る よ う に 炭 化 物 が 微 細 分 散 析
出 し て な り 、 更 に 粒 界 酸 化 層 深 さ が １ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 浸 炭 部 品 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
・ Ｓ ｉ ： ０ ． ８ ０ ～ ％
　 Ｓ ｉ は 、 溶 製 時 の 脱 酸 剤 と し て 含 有 さ せ る 元 素 で あ る と と も に 、 本 発 明 に お い て 重 要 な
役 割 を 果 た す 元 素 で あ る 。 す な わ ち 、 マ ト リ ッ ク ス へ 固 溶 す る こ と で ２ ０ ０ ℃ ～ ３ ０ ０ ℃
域 で の 焼 戻 し 軟 化 抵 抗 性 を 高 め る た め 、 高 い 面 疲 労 強 度 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 炭 化
物 中 へ の 固 溶 度 が 低 く 、 母 材 の Ｓ ｉ 濃 度 を 高 め る た め 炭 化 物 の 粗 大 成 長 を 抑 制 す る 。 さ ら
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に は 、 炭 化 物 を 大 量 に 析 出 さ せ る と 炭 化 物 中 へ の 固 溶 度 の 低 い Ｓ ｉ は マ ト リ ッ ク ス に 濃 化
し て 、 マ ト リ ッ ク ス の 焼 戻 し 軟 化 抵 抗 性 を さ ら に 向 上 さ せ る 。 こ れ ら の 効 果 を 得 る た め に
は 、 ０ ． ８ ０ ％ 以 上 含 有 さ せ る 必 要 が あ る 。 他 方 、 過 度 の 含 有 は 、 炭 化 物 の 析 出 及 び 浸 炭
表 面 反 応 が 阻 害 さ れ て 著 し く 浸 炭 性 を 低 下 す る と と も に 、 延 性 を 低 下 さ せ て 塑 性 加 工 時 に
お け る 割 れ を 発 生 し や す く な る の で 、 上 限 を ％ と す る 。
　 な お 、 Ｓ ｉ は 、 通 常 の ガ ス 浸 炭 の 場 合 に 粒 界 酸 化 を 促 進 す る 元 素 で あ り 、 こ の 粒 界 酸 化
層 が 歯 元 の 衝 撃 強 度 や 疲 労 強 度 が 低 下 す る 原 因 と な る 。 そ の た め 、 ガ ス 浸 炭 の 場 合 は Ｓ ｉ
を 多 量 に 添 加 す る こ と は で き な い が 、 上 記 の よ う に 真 空 浸 炭 を 用 い る こ と で 、 粒 界 酸 化 の
問 題 が 無 く な る の で 高 Ｓ ｉ 化 が 可 能 と な る 。
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